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１．実習の目的

a.地球重力場の測定

b.重力変化の検出



a.地球重力場の測定

• 絶対重力測定g(a) 
・絶対重力計は精度はよいが高価

⇒相対重力計が一般的に使われる。

• 相対重力測定G(b)
基準点の絶対重力からの違い

G(b)=g(a)+ΔG



b. 重力変化の検出
• 過去の重力データと今回得られた結果を比較すること
により得る。

• 重力変化からわかること
・理想的な楕円体であるジオイドと比べた高度差の変化

ex.観測点の隆起・沈降
・物質移動による密度変化

ex.地震火山活動.マグマ上昇.地下水移動.



重力について

• 万有引力＋遠心力
ベクトル量

• 単位
1Gal（ガル）=1cm/sec2

10-3Gal=1mGal
10-6Gal=1μGal

Galileo Galilei



２．測定機器の概要

a. ラコステ重力計の原理
b.取り扱い説明
c.観測点およびルート説明
d.観測の様子



a.LaCoste-Romberg重量計の原理

• 内部にあるゼロ長スプリング
（Zero Length Spring）がおもり
（Mass）に働く重力によって伸び
縮みし、おもりやレバー（Lever）
が上下する。

• ダイヤル（Nulling Dial）を回転さ
せて、おもりやビーム（Beam）の
位置が一定になるように調整、
この調整量が重力に比例するこ
とを利用している。

• 内部は温度変化でばねが伸縮
しないように、恒温槽（50℃）に
なっている。



b.取り扱い説明（１）
①重力計の取り出し
ケースから慎重に（衝撃によりばねは破損し
やすい）本体を取り出し、専用の皿に載せる。

②電流計を取り付ける。

③レベルあわせ
気泡管のあぶくが真ん中にくるように脚を上
下させる（黒いノブを回転させて）。機器を水
平にしないと、同じ重力下でもばねの伸びが
同じにならない。

④クランプはずし
移動時の衝撃から守るために固定させていたお
もりを自由にし、測定可能状態にする。クラン
プねじを反時計回りに回しきる。



b.取り扱い説明（２）
⑤測定開始
ダイヤルを回転させると、電流計の針が動くので、中央に合わせる。電流計の針が
中央でとまったときの値が読み取り値である。

⑥再測定
1回測定が終了したら、ダイヤルを反時計回りに１回転させ、続いて読み取り値手
前まで時計回りに１回転させる。電流計の針を見ながらダイヤルを時計回りに微
調整して針を合わせ、再び値を読み取る。
・・・・ダイヤルの回転方向が決まっているのは、
重力計の歯車の遊びの部分のずれを解消するためである。

⑦器械高よみとり
基準点標識から、重力計上面までの高さを巻尺で読み取る。

⑧クランプを時計回りに回し、固定する。

⑨重力計本体をケースに慎重に収納する。
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c.観測点およびルート説明



観測の様子

いざ測定 GPSと共に

天気がよくてなによりです

何してるの？測定です！

微調整には根気が・・・



3．解析・考察結果

測定データ
左：生データ
右：2回の平均
（上：仲山，下：大島）



読み取り値から相対重力値を求めるため、
•係数換算値への変換
•器械高補正
•潮汐補正
• ドリフト補正
等の補正をする．大気圧補正，極運動（極潮汐）補正は今回行わない．



係数換算値への変換
•ある重力下で、ばねの伸びの程度は器
械１つ１つで異なり、カウンター及びダイ
ヤルの指す値と実際の重力値も違う。読
み取り値から器械グセを解消するため係
数変換を行う．

•換算値は、読み取り値C.R. の１次関数
g＝f（C.R.）で表される。上の係数換算表（そ
れぞれの重力計に固有）から、読取値C.R.に
対応する重力値gを読み取る。

•例： C.R.=3000.236の計算
3000＜C.R.＜3100より
g（C.R.)＝g（3000）
＋b（3000）×（C.R.－3000）

g（3000）＝3053.743 [mgal]
b（3000）＝1.01909 [mgal]
g（C.R.） ＝ 3053.743＋1.01909
×（3053.743－3000）
＝3053.983 [mgal]



器械高補正
得られた重力値は重力計の上面における重力値なので、これを測定点上での重力値に
変換する。
1cm→0.003mgal減少 例：器械高26.1cmの場合 26.1×0.003=0.078[mgal]
だけ、測定点直上で大きな重力値をもつ。

潮汐補正
測定された重力は（地球の及ぼす重力）＋（月・太陽が及ぼす引力＝潮汐力）である．
月･太陽は運動するので，同じ場所で測定しているとそれらが及ぼす引力が時間とともに
変化する．潮汐力は天体力学によって精密に計算できる．地球の及ぼす重力が知りたい
場合，測定値から潮汐力を取り除く．
（地球の及ぼす重力）＝（器械高補正した測定値）－（潮汐力）＝（器械高補正した測定
値）＋（潮汐補正値）
換算値に器械高補正と潮汐補正を加えた値が補正済み右端の重力値である．



ドリフト補正
理想的な材質のスプリングなら，外から動く力が一定のときには一定の長さを保つ．し
かし実際の物質ではこれはありえなくて，クリープがある。この特性により，重力値が
一定でも時間とともに見かけ上，測定値が変化する．これをドリフトとよぶ．
測定は，ルートの行きと帰りと２回ずつ行う，同じ観測点で１回目の測定と２回目の測
定とのずれを経過した時間で割ると，ドリフトが測定値に対して影響する程度が時間
の１次式として求めた．





大島・仲山データ比較：ドリフト補正
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相対重力解析結果



1992年からのGPS-02,04,07の
相対重力変化

・Yamahikoを基準とした
GPS-02,04,07各点の相
対重力は1992～2003年
まで減少の傾向にあり，今
回の観測でも同様の傾向
が見られた．

・今回の観測では各点とも
2003年よりも大幅な相対
重力値の減少が見られる．



考察

重力値の減少→地形の隆起？マグマの上昇？

・GPS-02,04,07の各点での相対重力値の減少，特に2004年では顕著である
・Yamahikoに比べ各点とも白根山周辺に位置する．

↓
白根山の火山活動の可能性が考えられる

・今回の観測結果で得られた相対重力
値は二人の間にばらつきが大きく，測
定値の信頼性は低いと考えられる．

・2003年のデータを用いてみると1992
年と比較して減少傾向は見られるもの
の，変化は小さいものである．



4．まと
今回の観測結果から地形の隆起などといった火山活動の影響を読
み取れることができるが，問題点として測定における精度や測定点
の少なさといったものが考えられ，今回の測定結果から火山活動
の可能性を探るのは困難である．

1992,2003年との比較からYamahikoを基準としたGPS-02,04,07
各点の白根山周辺の相対重力値が減少の傾向にあると考えられ
る．
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